
 

  

令和６年度第２回安城市ごみ減量推進委員会 次第 

 

令和６年１０月１８日（金）午後２時～ 

             安城市役所 本庁舎３階 災害対策本部室 

 

１ あいさつ 

  会長 

 

２ 議事 

一般廃棄物処理手数料の改定について（資料１－１、１－２） 

 【承認】 

〇一般廃棄物処理手数料の改定案について、委員会として妥当と判断する 

【委員からの質問・意見】 

（質問）手数料の改定をするとなった場合、答申後どのようなスケジュールで動

いていくのか教えていただきたい。 

（回答）２月に答申をいただく予定をしている。答申後、速やかに議会に上程し

半年以上の啓発期間を設けた後に施行したいと考えている。 

（質問）手数料の金額が上がると、住民の負担が増えることになるが、施設の利

用にあたっての市民の生活が向上するような案はあるか。 

（回答）ごみ処理施設は、平日以外に祝日と第３日曜日の午前中に開所している

が、現在、土日のごみの受け入れについて拡充できないか検討している。２月の

委員会の際には方針を報告させていただきたい。 

（質問）近隣市との均衡を優先するために事業系ごみの価格の改定を行うという

ことだが、他の市町村と足並みを合わせるように協議をしているか。 

（回答）前回の改定の平成２０年度以降、近隣市の状況を見ながら据え置いてき

ており、改定が行われていない状況である。豊田市・岡崎市・西尾市が価格を引

き上げたことに伴い廃棄物が値段の低い自治体へ流れる恐れがあるため、安城市

も検討しなければならない状況にある。 

（質問）事前に他の市から通達があるのか。 

（回答）近隣市が改定する際に話はあったが、本市としては慎重な検討が必要と

いうことで見送った。 

 

 



 

  

（質問）国や県から指針が出ているのか。 

（回答）税の負担は住民サービスを合わせて考える必要もあるため、各自治体が

必要に応じて検討していくことになる。 

（質問）ごみが減った事業所に何か手当や補助等の取り組みの予定はあるか。 

（回答）各々の事業者の回収量を把握していないので、今のところそういった補

助は考えていない。 

（意見）手数料が変わることによって負担が増える方の割合がそんなに多くない

ので、この案は妥当と思う。 

（意見）周りの市とも同じ値段で、ごみの流入の恐れも減って良いと思う。 

（意見）１０㎏あたり１００円以上かかっている一般廃棄物の処理コストより低

い値段なので、市民サービスとして適切な価格だと思う。 

（意見）３０㎏以上持ち込む人は、引っ越し等の特別な理由のある時であり、一

般市民には影響が常にあるというわけでは無いので、問題のない価格かと思う。 

（意見）値段が上がればごみを減らす意識が高まるということもあるが、ごみを

出さないようにするにはどうしたらいいのか、どうやったら減らせるのか、何か

提案があると良い。 

（意見）ただ価格が上がるだけではごみを減らそうという気持ちになり難い。自

分にメリットのあるようなことがあれば、みんなごみを減らそうという気持ちに

なると思う。 

（意見）ごみを減らすために、３年、５年、１０年かけて何をやっていくか、方

向を考えることが大事。何をどうやって減らすか解らなければ行動できない。具

体的な減らし方の話し合いをし、市から市民に協力を求めていくことが必要だと

思う。 

 

３ 報告事項 

（１）  食品ロス削減の啓発について（資料２）  

【委員からの質問・意見】  

（質問）Anjo たべ Ring をの登録店舗は増えているか。 

（回答）現在１７店舗に登録をいただいている。出品があると、その都度該当

店舗がサイトに表示されるようになっている。 

（質問）安城市に飲食店は沢山あるので、登録店舗がもとあってもいいと思う

が、その点についてはどう考えているか。数値目標はあるか。 



 

  

（回答）令和４年度に開始する際、店舗に対しダイレクトメールや訪問などで

呼びかけを行った。従来から各店舗独自で対策をとっているということもあり、

現在１７店舗という状況になっている。１０月に入り新規店舗獲得のため訪問

を行っており、今１店舗登録申請が出てきている状況にある。具体的に何店舗

という数値目標はないが、食品ロスが発生している店舗には利用していただき

たいと思っているので、今後もＰＲしていきたい。 

（質問）食品ロスが出ないため出品か増えない可能性もあるが、登録の手間が

ネックになっているという面はないか。 

（回答）登録も出品も、手間がかかるという意見をいただくので、開発業者と

一緒にまわり、使い方等を説明している。アプリ化して利用しやすくはなった

こともＰＲしていきたい。 

（意見）利用者側の方からすると、出品件数が少ないと、登録した意味がない

のでは？となる。出品とのバランスがとれるといいと思う。 

 

（２）  能登半島地震に係る災害廃棄物の受入れについて（資料３） 

【委員からの質問・意見】 

（質問）珠洲市・輪島市という遠方から大きなトラックで運ぶとなると、それ

だけＣＯ₂が排出される。石川県に近い地域全部に要請を出しているというこ

とか。 

（回答）中部ブロック協議会より、協議会を構成する県に対して支援要請して

いる。愛知県にも支援の要請があったため、安城市としても協力し受け入れを

実施している。令和８年の３月まで受け入れる。こういった災害の廃棄物は、

安城市でも南海トラフ地震等の災害の起こる可能性があるので、相互協力とい

うのは非常に大切だと思っている。 

４ その他  

（１）  組成分析見学会 

ア １回目 １１月２０日（水）（燃やせないごみ） 

イ ２回目 １１月２１日（木）（燃やせるごみ） 

 

（２）令和６年度委員会開催予定 

 第３回 令和７年２月１８日（火）午前１０時から 

 


